
“人間ファーストでも動物ファーストでもなく、いかに共生していくか。
人は人らしく、そして動物は動物らしく生きるということが、
目指すべき方向だと思っています。”（齊藤氏）
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全
長
約69

〜92cm
、
翼
開
長200

〜245cm

の

大
型
の
ワ
シ

海
岸
や
湖
沼
周
辺
、
河
川
流
域
の
大
木
に
営
巣
。

海
鳥
類
、
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
等
の
海
産
魚
類
を
捕
食
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
西
ア
ジ
ア
、
東
ア
ジ
ア
に
分
布
。

総
個
体
数
は
約20,300

〜39,600
羽
と
推
定

（IU
C

N
, 2013

）
北
海
道
と
本
州
北
部
で
越
冬

す
る
オ
ジ
ロ
ワ
シ
は
約700

〜900

羽
。

北
海
道
の
営
巣
地
は90

年
代
に
入
っ
て
増
加
傾

向
に
あ
り
、
約170

ヶ
所
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
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シマフクロウ、オジロワシ、オオワシの保護収容原因

環境治療に必要な「野生動物」と「人間」の双方からの視点 釧路地域で導入されている環境治療

釧路市内の主な対策物が設置されている場所

《資料提供　環境省釧路自然環境事務所》

野生動物の視点で見る人間活動と、人間の視点で見る野生動物との軋轢。
二つの視点で原因分析と対策を検討していくことが必要です。
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ワシやタンチョウなどが道路を
よく横断する場所では、橋の欄
干などにポールやワイヤーを設
置することで鳥の飛翔高度を
高め、交通事故を防ぎます。

道路に溝を刻む「グルービング」
を施し、発生する音によって近
づいてくる車の存在を猛禽類
に知らせ、交通事故を防ぎます。

写真提供　釧路開発建設部

猛禽類医学研究所、国土
交通省、環境省が連携し、
釧路外環状道路の工事前
から対策物の検討が始まり、
設置後も効果検証と改良が
行われました。

ロードキル対策物

野生復帰できないオオワシを
用いて、バードチェッカーの性
能を確認後に設置しています。

「止まり木」を選んで羽を休める
シマフクロウ

写真提供　北海道電力ネットワーク、猛禽類医学研究所

感電対策物

猛禽類医学研究所、北海道
電力㈱、北海道電力ネット
ワーク㈱、環境省が連携し、
希少猛禽類の感電死を防ぐ
ためのバードチェッカー第一
号機が釧路市内に設置され
ました。猛禽類がより止まり
にくい形状への改良や送電
施設の形状に合わせた開発
が重ねられています。
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環境治療とは
人間と動物を育む自然環境を
健全で安全なものに変えていくこと。

“野生動物のけがや病気、死亡原因には人間の経済活動が深く関わっている場合が多いのです。

希少野生生物との共生のためには、営巣地などの生息環境の保護だけでなく、死亡原因の究明を

行って、野生生物との軋轢を解消していくことが必要なのです。”（齊藤氏）

齊藤慶輔
獣医師。猛禽類医学研究所　代表。
1994年より環境省釧路湿原野生生物保護
センターを拠点に、野生動物専門の獣医師
として活動を開始。2005年に猛禽類医学
研究所を設立。
絶滅の危機に瀕した猛禽類の保護活動の
一環として、傷病鳥の治療や野生復帰、
調査研究、保全活動を行う。
より良い共生のための自然環境の改善を
「環境治療」と命名し、関係する行政や企業
などと協力し合いながら取り組んでいる。
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国内希少野生動植物種、国の天然記念物、絶滅危惧ⅠＡ類（環境省レッドリスト２０２０）

全長66～69cm、翼開長180cmに達する日本最大のフクロウ

河川や湖沼周辺の森林（落葉広葉樹林、針広混交林）に生息。広葉樹大木の樹洞に営巣。

魚類を主食とするが、両生類、甲殻類、鳥類、小型ほ乳類等も捕食

国内では北海道及び北方領土に分布。北海道東部地域を中心に１００つがいが確認されている。

釧
路
地
域
で
始
ま
っ
た
環
境
治
療
の
あ
ゆ
み

感
電
対
策

鉛
中
毒
対
策

1980
環境先進都市の時代～
タンチョウの保護と湿原の
保全・再生の取り組み

環境治療の確立にむけた時代1996

環
境
省
に
よ
り
釧
路
湿
原
野
生

生
物
保
護
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
の
保
護
、収
容
を

開
始

1994

オ
オ
ワ
シ
の
胃
か
ら
水
鳥
猟
用

の
鉛
散
弾
を
発
見
。鉛
中
毒
死

を
確
認※

1996

道
条
例
で
エ
ゾ
シ
カ
猟
に
お
け
る

鉛
弾
の
使
用
が
禁
止
に

2014

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
鉛
中
毒
の

判
定
基
準
を
設
定

1999

原
因
分
析
の
継
続
に
よ
り
、エ
ゾ

シ
カ
猟
の
鉛
ラ
イ
フ
ル
弾
に
よ
る

中
毒
死
も
確
認※

過
去
の
ワ
シ
収
容
個
体
の
８
割

が
鉛
中
毒
で
死
亡
し
て
い
た
こ

と
が
判
明

1997

齊
藤
氏
ら
の
呼
び
か
け
で
、道
東

の
獣
医
師
ら
が
中
心
と
な
り
、

全
国
初
の
鉛
中
毒
の
対
策
を

訴
え
る
市
民
団
体「
ワ
シ
類
鉛

中
毒
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」を
設
立

講演会や研修会を活発に開催

地元猟友会の協力
（銅弾への切り替え）

北海道への対策を要望

銅弾の
性能分析

ロ
ー
ド
キ
ル
対
策

（
交
通
事
故
）

29
回
の
開
発
改
良

齊
藤
氏
と

北
電
の
動
き

2023　

環
境
省
は
２
０
３
０
年
ま
で

に
全
国
で
鉛
弾
を
規
制
す
る

方
針
を
表
明

３
者
の
連
携
に
よ
り
、

同
様
の
設
備
が
全
道
２
５
０
０
か
所

以
上
に
設
置
。新
た
な
設
置
も
続
く

２
０
２
０
年
ま
で
、外
環
状
道

路
で
ロ
ー
ド
キ
ル
の
発
生
な
し
。

国
交
省
は
産
官
学
の
連
携
の

事
例
と
し
て
紹
介

道
東
道
の

浦
幌
阿
寒

間
の
建
設

で
も
導
入

阿
寒
釧
路

間
の
建
設

で
も
連
携

が
続
く

環
境
治
療
の

普
及
に
向
け
た

新
た
な
時
代
へ

発電所建設に当たり希少
猛禽類の生息調査や助
言を齊藤氏に依頼

送電線付近で見つかる死亡個体
についても齊藤氏に相談。北電
社内で希少種への理解が深まる

環
境
省
の
動
き

1994

野生生物保護センターに
おける希少種の死亡・傷病
個体の収容体制が確立

2000

環境省が
「種の保存法」
で希少種を指定

1993

希少種シマフクロウやワシ類の死亡原因の分析
が進む
感電死対策について北海道電力に協力を要請

2004

原因分析から道内の感電死の
発生状況が徐 に々明らかになる

協力・情報交換

大型猛禽類が送電鉄塔や配電柱に止まら
ないようにする「バードチェッカー」をまりも国
道付近の送電設備に設置。国内第1号

2003 北海道電力※※
環境省
研究所（齊藤氏）

３者の
情報共有と
協力体制が
確立

国交省が釧
路外環状道
路等の工事
に当たりオジ
ロワシの営
巣地を保全
するための
「検討会」を
設置

2005

○供用後のロードキ
ル対策
○猛禽類の誘引に
つながるエゾシカ
などの轢死の予防
対策

を検討するために、
環境省と研究所
（齊藤氏）に協力を
依頼

道路の横断状況の調
査、分析

2.5ｍのエゾシカ対応
侵入防止柵を設置、効
果を検証

道路を高く飛び越えさ
せるためのポールや橋
梁などに止まらせない
ためのワイヤーの作製
提案

国交省
環境省
研究所（齊藤氏）

３者の協力で
設置試験を
繰り返す

2016

Environmental improvement to restore a healthy environmentEnvironmental Treatment

齊藤慶輔
SAITO Keisuke

※※2020年度以降、送配電設備は北海道
電力ネットワークが所管

設置条件が確定
国交省は高さ４ｍのポールを設置

2016

学名  Ketupa blakistoni blakistoni
英名  Blakiston’s Fish Owl

シマフクロウ

※猛禽類医学研究所 齊藤慶輔氏による


